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概要
このマニュアルでは、 IQ デモ ・ データベースの作成と クエ リの方法
について説明します。 データベースは、 選択したディ レク ト リ内にコ
ピーを作成し、 いつでも再作成できます。

また、 デモ ・データベースを使用して、 IQ マルチプレッ クスを作成
した り使用した りするこ と もできます。 IQ マルチプレッ クス とは、
共有ディ スク ・ ク ラスタ経由で同じ  IQ ス ト アにアクセスする複数の 
IQ サーバを指します。 デモ用に、 複数の IQ サーバで共有されるファ
イル ・ システム ・ ファ イルを使用して IQ マルチプレッ クス環境をシ
ミ ュレートできます。

データベースをクエ リ または更新するには、 Interactive SQL (dbisql) ま
たは Sybase Central™ のどちらでも使用できます。 IQ サーバのインス
トールにはこの両方が付属しています。

このマニュアルにはフォーマッ ト用に文字が追加されているため、 コ
マンドをこのマニュアルから直接カッ ト ・ アンド ・ ペース ト しないで
ください。 コマンドを手動で入力するか、 メモ帳または vi にカッ ト ・
アンド ・ ペース ト し、 コマンドを編集してフォーマッ ト文字列を削除
してから、 コマンド ・ ラ インにコピー ・ アンド ・ ペース ト します。

デモ ・ データベース
このデモ ・ データは、 想像上のスポーツ用品会社に対応しています。
デフォルトで iqdemo というデータベースが Sybase® IQ 15.3 用に更新
されています。

テーブル名

旧エディシ ョ ンからアップグレードする場合、 次の表のリ ス トで 
iqdemo データベースの最新のテーブル名を確認して ください。 スク リ
プ ト またはアプリ ケーシ ョ ンを更新するには、 このテーブルを使用し
ます。
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表 1 ： デモ ・ データベースのテーブル名

IQ デモ ・ データベースの作成と使用

1 Sybase IQ サーバをインス トールします。 『Sybase IQ インス トール
および設定ガイ ド』 を参照して ください。

2 demo データベースを作成します。

注意  重要 ： demo データベースをマルチプレッ クスに変換する場
合は、 絶対パス  (-absolute) を使用してデータベースを作成して く
ださい。

• UNIX の場合

1 IQ インス トール ・ ディ レク ト リに移動します。

• cd <IQ install directory>/IQ-15_3

2 IQ 環境を参照します。

• bash または Korn (ksh) シェルの場合は、 .IQ-15_3.sh 
と入力します。

• tcsh または C (csh) シェルの場合は、
source IQ-15_3.csh と入力します。

3 まだ作成されていない場合は、 新しいデータベースを格
納するディ レク ト リ を作成します。 このデモの規則に従
い、 ディ レク ト リは /myiqdemo です。

12.7 での名前  15.3 での名前
15.3 でのテーブル
所有者

contact Contacts GROUPO

customers Customers GROUPO

department Departments GROUPO

emp1 emp1 DBA

employee Employees GROUPO

fin_code FinancialCodes GROUPO

fin_data FinancialData GROUPO

product Products GROUPO

sale sale DBA

sales_order_items SalesOrderItems GROUPO

sales_order SalesOrders GROUPO
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4 データベースの作成先のディ レク ト リに移動します。

• cd /myiqdemo

5 次のコマンドを入力します。

• $IQDIR15/demo/mkiqdemo.sh

• Windows の場合

1 コマンド ・ ウ ィ ンド ウを開きます。

• [ スタート ] - [ プログラム ] - [MS-DOS プロンプ ト ] を
ク リ ッ クするか、 [ スタート ] - [ ファ イル名を指定し
て実行 ] をク リ ッ ク し、 cmd と入力します。

2 まだ作成されていない場合は、 新しいデータベースを格
納するディ レク ト リ を作成します。 このデモの規則に従
い、 ディ レク ト リは C:¥myiqdemo です。

3 次のいずれかの方法を使用して、 データベースの作成先
のディ レク ト リに移動します。

• c:

• cd C:¥myiqdemo

4 次のコマンドを実行します。

"%ALLUSERSPROFILE%¥SybaseIQ¥demo¥mkiqdemo"

5 事前に定義された場所で demo データベースを作成するに
は、 次のよ うに選択します。

[ スタート ] - [ プログラム ] - [Sybase] - [Sybase IQ デモ 
データベースの起動 ]

• データベースの作成をカスタマイズするためのオプシ ョ ンを
すべて リ ス トするには、 次を実行します。

• UNIX の場合 
$IQDIR15/demo/mkiqdemo.sh -help 

• Windows の場合
"%ALLUSERSPROFILE%¥SybaseIQ¥demo¥mkiqdemo" -help 

IQ データベースは複数のス ト アから構成されています。 IQ ス ト
アへのパスには相対パスか絶対パスのいずれかを指定できます。
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相対パスまたは絶対パスを使用して demo データベースを作成で
きます。 demo データベースをコピーまたは移動する場合は、 相
対パスを使用した方が簡単です。 これは、 mkiqdemo ではデフォル
トのオプシ ョ ンです。 ただし、 demo データベースをマルチプ
レッ クスに変換する場合は、 絶対パスを使用して ください。

• UNIX の場合

1 データベースの作成先のディ レク ト リに移動します。

cd /myiqdemo

2 -absolute スイ ッチを使用します。

$IQDIR15/demo/mkiqdemo.sh -absolute

• Windows の場合

1 コマンド ・ ウ ィ ンド ウを開きます。

[ スタート ] - [ プログラム ] - [MS_DOS プロンプ ト ] を選
択するか、 [ スタート ] - [ ファ イル名を指定して実行 ] を
選択し、 cmd と入力します。

2 データベースの作成先のディ レク ト リに移動します。

c:
cd ¥myiqdemo

3 次のコマンドを実行します。

"%ALLUSERSPROFILE%¥SybaseIQ¥demo¥mkiqdemo" -

absolute

3 SQL Anywhere® または以前のバージ ョ ンの Sybase IQ が Sybase IQ 
15.3 と同じマシンまたはサブネッ トに存在する場合は、iqdemo.cfg 
設定ファイルを編集します。 デフォルトでは、 どちらの製品もデ
フォルトのポート  2638 を使用するため、 IQ サーバのポート を変
更して ください。

さ らに、 共有システムに関して混乱を避けるために、 ユーザ名を
サーバ名に追加してユニークに設定します。 たとえば、 ユーザ名
が jsmith である場合は、 jsmith_iqdemo をサーバ名と して demo 
データベースのサーバ名に指定できます。

iqdemo.cfg ファ イルは、 demo データベースと同じディ レク ト リ内
に作成されます。 このファ イルを編集し、 起動パラ メータを変更
できます。 このファ イルをコピーし、 起動パラ メータを変更する
こ とで、 データベースの設定ファイルを作成するこ と もでき
ます。
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4 IQ サーバを起動します。 設定ファ イルとデータベース ・ ファ イル
があるディ レク ト リに移動し、 次の形式でコマンドを発行し
ます。

start_iq @configuration_file.cfg dbname.db 

たとえば、 demo データベースを起動するには、 次のコマンドを入
力します。

start_iq @iqdemo.cfg iqdemo.db

5 Interactive SQL ( クエ リ ・ ツール ) を起動します。

• UNIX の場合は、 システム ・ プロンプ トで dbisql と入力
します。

• Windows の場合は、 [ スタート ] - [ プログラム ] - [Sybase] - 
[Sybase IQ 15.3] - [Interactive SQL] をク リ ッ ク し、 コマンド ・
シェルに dbisql と入力するか、 [ スタート ] - [ ファ イル名を指
定して実行 ] を選択し、 dbisql と入力します。

6 demo データベースに接続します。

• [ 接続 ] ダイアログで、 ユーザ ID と して DBA、 パスワード と
して sql をそれぞれ入力します ( この例は Windows の出力を示
しています )。
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図 1 ： [ 接続 ] ダイアログ



デモ ・ データベース 

8                              クイック ・ スタート

• [ データベース ] タブで、 [ 検索 ] をク リ ッ ク し、 サーバ名を
選択します。 サーバ名がリ ス ト されていない場合は、 サーバ
名を入力してから  [OK] をク リ ッ ク します。

図 2 ： サーバの検索

7 テス ト ・ クエ リ を実行し、 sale テーブル内のカラムを表示します。
一番上のウ ィンド ウ  ([SQL 文 ]) に、 次のコマンドを入力します。

SELECT * FROM sale

[ 実行 ] ( ボタン ・ バーの右向きの三角形 ) をク リ ッ ク します。
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図 3 ： テスト ・ クエリの実行

8 Interactive SQL を終了するには、 [ ファ イル ] - [ 終了 ] を選択し
ます。
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IQ デモ ・ データベースのマルチプレックスへの変換

注意  重要： demo データベースをマルチプレッ クスに変換する場合は、
絶対パスを使用する必要があ り ます。

demo データベースが絶対パス  (-absolute オプシ ョ ン ) を使用して作成
されたこ とを確認します。 demo データベースに相対パスが使用され
ている場合は、 マルチプレッ クスを作成できません。

シングル ・ サーバ (IQ demo データベース ) をマルチプレッ クス ・ サー
バに変換するには、 セカンダ リ ・ サーバを追加します。 Sybase Central 
を使用して、 サーバを変換し、 作成されたマルチプレッ クスを管理で
きます。 マルチプレッ クス内のすべてのサーバが、 1 つの [ マルチプ
レッ クス ] フォルダに表示されます。

IQ Agent の起動

Sybase Central を起動する前に、 IQ サーバを実行するマシン上で IQ 
Agent を起動します。

UNIX の場合

1 S99SybaseIQAgent15 スク リプ ト を使用して Agent を起動します。

• コマンド  S99SybaseIQAgent15 は、デフォルトのポート  1099 で 
Agent を起動します。

• コマンド  S99SybaseIQAgent15 ?port 3871 は、 ポート  3871 で 
Agent を起動します。

2 Agent が実行されているこ とを確認するには、 次のコマンドを実
行します。

 stop_iq -agent

たとえば、 次の Agent は 'smith' とい うユーザが所有しています。
サーバを停止しないでください。

##owner PID Started CPU Time Additional Information
------- ----- ------ ------- -----------------------
-
1:smith 15549 Feb. 18 10:38 PORT:2008
java -Diq.agent=/sun625742/users/smith/sybase/IQ-
15_3/java/IQAgent1530.jar -D
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3 Agent ログが存在するこ とを確認します。

Agent ログ ・ ファ イルは 
$IQDIR15/logfiles/SybaseIQAgentNNNN.MMM.log です ( こ こで、
NNNN はポート番号で、 MMM はシーケンス番号です )。 環境変数 
IQLOGDIR15 が設定されている場合、 Agent ログ ・ ファ イルは 
$IQLOGDIR15 ディ レク ト リにあ り ます。

Windows の場合

Agent はサービス と して実行するよ うに設定されます。

1 [ 管理ツール ] の [ サービス ] を起動し、 Agent が実行しているこ
とを確認します。

図 4 ： [ 管理ツール ] の [ サービス ]
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2 Agent ログが存在するこ とを確認します。

• Sybase IQ のインス トール後に再起動した場合、 Agent ログ ・
ファ イルは 
%ALLUSERSPROFILE%¥SybaseIQ¥logfiles¥SybaseIQAgent.NNN.
log です ( こ こで、 NNN は連番です )。

• 再起動しなかった場合、 Agent ログ ・ ファ イルは 
%SYBASE%¥IQ-15_3¥logfiles にあ り ます。

• 環境変数 IQLOGDIR15 が設定されている場合、 Agent ログ ・
ファ イルは %IQLOGDIR15% ディ レク ト リにあ り ます。

マルチプレックスへの変換

 IQ デモ ・ データベースのマルチプレックスへの変換

1 Sybase Central を起動します。

• UNIX の場合は、 システム ・ プロンプ トで scjview と入力し
ます。

• Windows の場合は、 [ スタート ] - [ プログラム ] - [Sybase] - 
[Sybase IQ 15.3] - [Sybase Central] を選択します。

2 [ 接続 ] - [Sybase IQ 15 に接続 ] を選択します。 [ 接続 ] ダイアログ
で、ユーザ ID と して DBA、パスワード と して sql をそれぞれ入力
します。
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図 5 ： [ 接続 ] ダイアログの [ID] タブ
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[ データベース ] タブで、 [ 検索 ] をク リ ッ ク し、 サーバ名を選択
します。 サーバ名がリ ス ト されていない場合は、 サーバ名を入力
してから  [OK] をク リ ッ ク します。

図 6 ： [ 接続 ] ダイアログの [ データベース ] タブ
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3 IQ_SYSTEM_MAIN でファ イルのサイズを増やします。
フォルダ ・ ビューで、 [DB 領域 ] フォルダをダブルク リ ッ ク しま
す。 次に、 [IQ_SYSTEM_MAIN] フォルダを選択します。
[ ファ イル ] タブで、 [IQ_SYSTEM_MAIN] ファ イルを右ク リ ッ ク し、
[ プロパティ ] を選択します。 [ プロパティ ] ダイアログの
[ ファ イル ・ サイズの変更 ] に 200 と入力します。 これで、
IQ_SYSTEM_MAIN の領域が 200MB に増加します。

図 7 ： ファイルのプロパティ

4 [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 次に [OK] をク リ ッ ク します。
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5 フォルダ ・ ビューで Agent のポート を確認するには、 [ サーバ ] 
フォルダで iqdemo サーバのアイコンを右ク リ ッ ク し、 [ プロパ
ティ ] をク リ ッ ク します。

図 8 ： iqdemo サーバのプロパティ



IQ デモ・データベースのマルチプレックスへの変換 

Sybase IQ 17

[ エージェン トのバージ ョ ン ] の横の [ プロパティ ] をク リ ッ ク し
ます。

図 9 ： Agent のプロパティ

ポート番号が Agent を起動したと きのものであるこ とを確認しま
す。 [ キャンセル ] をク リ ッ クする と、 [ サーバのプロパティ ] ダ
イアログに戻り ます。 [OK] をク リ ッ クする と、 フォルダ ・
ビューに戻り ます。
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6 フォルダ ・ ビューの [ サーバ ] フォルダで iqdemo サーバのアイコ
ンを右ク リ ッ ク し、 [Multiplex に変換 ] を選択します。

図 10 ： フォルダ ・ ビュー
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7 これによ り、 サーバの作成ウ ィザードが起動します。

図 11 ： サーバの作成ウィザード

次のすべてのフ ィールドに入力します。

• マルチプレッ クス名

• デフォルトでは元のシングル ・ サーバ名に設定されます
が、 このサーバ名は変更できます ( たとえば、 画面のよ
うに指定します )。

• これは、 Sybase Central 内でマルチプレッ クスを一意に識
別するのに使用するマルチプレッ クスの論理名です。
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• サーバ名

• 最初のセカンダ リ ・ サーバの名前。

• これは、 マルチプレッ クスのコーディネータ ・ サーバに
なる元のサーバとは異なる必要があ り ます。

• ホス ト情報

• ホス ト名 － デモ用に、 元のサーバと同じホス ト を使用し
ます。 これによ り、 複数のサーバで構成されるマルチプ
レッ クスが同じホス ト上に設定されます。 運用の設定で
は、 マルチプレッ クス ・ サーバごとに異なるホス ト を使
用します。

• ポート番号 － セカンダ リ ・ サーバにユニークなポート番
号を指定します。 デフォルトでは、 このポート番号は元
のサーバのポート番号に 1 を足した番号にな り ます。

• こ こでホス ト とポートのペアを複数追加するこ とで、 複
数のネッ ト ワーク ・ アドレスを持つシングル ・ サーバを
設定できます。 ほとんどの場合、 マルチプレッ クス ・
サーバのネッ ト ワーク ・ アドレスは 1 つのみです。

• プライベート ・ ホス ト情報

分散クエ リ処理を使用するには、 プライベートの高速相互接
続用のホス ト ・ アド レス とポート ・ アド レスを指定します。
プライベート ・ ネッ ト ワークは TCP/IP プロ ト コルをサポート
する必要があ り ます。

• Agent ポート  － エージェン ト を起動するポート を入力します。
デフォルトのポートは 1099 です。

• モード  － [ ラ イタ ] を選択します ( デフォルトは [ リーダ ] で
す )。 後で、 このノードからデータをロード します。

• [ 管理シェル ・ スク リプ ト を作成する ] を選択します。

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 カタログ ・データベースのパスを選択
します。 このパスは、 IQ demo データベースを作成した場所とは
異なるディ レク ト リに指定します。 demo データベースを作成し
たディ レク ト リの下にサブフォルダを作成できます。
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図 12 ： データベース ・パス

[ データベース ・ パス ] ページに情報を入力します。

• データベース ・ パス

• データベース ・ パスは、 新しいマルチプレッ クス ・ セカ
ンダ リ ・ サーバの db ファ イルへの絶対パスです。

• このパスは、 既存のデータベースの db ファ イル ・ パス と
は異なる必要があ り ます。 Sybase では、 iqdemo.db をファ
イル名と して使用するこ とをおすすめします。 一般には、
任意の名前を使用できます。
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• [ コーディネータの設定オプシ ョ ンを使用 ] を選択します。 こ
のオプシ ョ ンは、 既存のデータベースに使用する  params.cfg 
オプシ ョ ンを新しいマルチプレッ クス ・ サーバの db ディ レク
ト リにコピーします。

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 ディ レク ト リが存在しない場合は、 作
成を求める メ ッセージが表示されたら  [ はい ] をク リ ッ ク します。
[ テンポラ リ  DB 領域設定 ] ページが表示されます。

図 13 ： テンポラリ  DB 領域設定

[ テンポラ リ  DB 領域設定 ] ページに情報を入力します。
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• テンポラ リ  DB 領域のファ イル ・ パス ： iqdemo_w1.iqtmp。 テ
ンポラ リ  DB 領域のファイル ・ パスには、 絶対パス、 または
データベース  .db ファ イルを基準とする相対パスを指定でき
ます。 一意のファ イル名を選択します。

• [ これはロー ・ デバイス ] － 選択しないままにします。

• ファ イルのサイズは 1000MB です。

• 予約サイズは 300 です。

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 設定を確認します。

図 14 ： 設定の確認
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11 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 これによ り、 新しいマルチプレッ ク
ス ・ セカンダ リ ・ サーバ ・ ファ イルが作成され、 マルチプレッ ク
ス用のデータベースが設定されます。 この操作には数分かかる場
合があ り ます。

Sybase Central のフォルダ ・ ビューで、 マルチプレッ クス名が [ マ
ルチプレッ クス ] フォルダに挿入されています。 マルチプレッ ク
ス名を展開する と、 マルチプレッ クス内のサーバを表示でき
ます。

図 15 ： Sybase Central マルチプレックス ・ サーバ
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12 Sybase Central のメ イン ・ ウ ィ ンド ウで、 [ ト ポロジ ] タブをク
リ ッ クする と、 マルチプレッ クス ・ ト ポロジ ・ ビューが表示され
ます。 これは、 マルチプレッ クス設定をグラフ ィカルに表示した
ものであ り、 各サーバのステータス と、 サーバ間の通信リ ンクが
表示されます。 ほとんどのマルチプレッ クス操作はこのビューま
たはサーバ ・ ビューから実行できます。

図 16 ： [ トポロジ ] タブ
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マルチプレックス ・ サーバの追加 ( 手動による方法 )
現在のマルチプレッ クス設定には、 コーディネータ ・ サーバと  1 台の
マルチプレッ クス ・ ラ イタ ・ サーバという  2 台のサーバが含まれてい
ます。 この項の手順に従う と、 リーダの役割で 2 番目のサーバを手動
で追加できます。 新しいリーダ ・ サーバの名前は PC62573_iqdemo_r2 
です。

注意  重要： demo データベースをマルチプレッ クスに変換する場合は、
絶対パスを使用して ください。

Interactive SQL を開きます。 [ ファ イル ] - [ サーバの追加 ] を選択し
て、 Sybase Central でサーバの作成ウ ィザードを起動するこ と もでき
ます。

次の手順は、 マルチプレッ クス ・ サーバを手動で作成する場合に必要
です。 サーバの作成ウ ィザードを使用する場合、 これらの手順は 
Sybase Central によって自動的に行われます。

マルチプレックス ・サーバ定義の作成

データベース ・ システム ・ テーブル SYSIQMPXSERVER でマルチプ
レッ クス ・ サーバを定義します。

 マルチプレックス ・ サーバの手動による定義

1 Sybase Central のフォルダ ・ ビューから、 Interactive SQL を起動し
ます。
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図 17 ： Interactive SQL の起動

2 Interactive SQL で、 以下の情報を含んだ次のコマンドを実行
します。

• DATABASE

• PC62573_iqdemo_r2 サーバのファ イルを含むローカル ・
ディ レク ト リ内のフル db ファ イル ・ パス。

• 正しいパスを指定して ください。 新しいマルチプレッ ク
ス ・ サーバを同期するまで、 間違ったパスは検出されま
せん。

• HOST – ローカル ・ ホス トの名前。

• PORT – ローカル ・ ホス ト上のユニークなポート番号。 このデ
モの規則に従って、 ポート  2640 を使用します。

UNIX の場合

CREATE MULTIPLEX SERVER SUN62574_iqdemo_r2 
DATABASE '/myiqdemo/r2/iqdemo.db' ROLE READER 
HOST 'SUN62574' PORT 2640
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Windows の場合

CREATE MULTIPLEX SERVER PC62573_iqdemo_r2 
DATABASE 'C:¥myiqdemo¥r2¥iqdemo.db' ROLE READER 
HOST 'PC62573' PORT 2640

3 [F5] キーを押してコマンドを実行します。

4 すべてのサーバの新しいマルチプレッ クス設定を表示するには、
sp_iqmpxinfo ス ト アド ・ プロシージャを実行します。 次の出力が生
成されます。

図 18 ： iqdemo (DBA)

マルチプレックス ・サーバの同期と起動 ( 手動による方法 )
コーディネータのカタログ ・ ス ト アから  db ファ イルを生成し、 新し
く作成した リーダのディ レク ト リにコピーしてから、 新しいサーバを
起動します。

または、 マルチプレッ クス ・ サーバ ・ アイコンを右ク リ ッ ク し、 [ コ
ン ト ロール ] - [ 同期 ] を選択して、 Sybase Central でこの操作を行う こ
と もできます。
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 マルチプレックス ・ サーバを手動で起動するには、 次の手順に従います。

1 まだ作成されていない場合は、 マルチプレッ クス ・ サーバ ・ ディ
レク ト リ を作成します。 このデモの規則に従い、 マルチプレッ ク
ス ・ ディ レク ト リは次の場所にあ り ます。

• UNIX の場合 – /myiqdemo/r2

• Windows の場合 – C:¥myiqdemo¥r2

2 新し く作成したマルチプレッ クス ・ サーバ ・ ディ レク ト リに変更
します。

• UNIX の場合 – cd /myiqdemo/r2

• Windows の場合 – cd C:¥myiqdemo¥r2

3 存在しない場合は、 コーディネータのディ レク ト リから リーダの
ディ レク ト リに params.cfg をコピーします。

4 以前の ト ランザクシ ョ ン ・ ログ ・ ファ イル (mpx.log など ) がディ
レク ト リに存在する場合は、 削除します。 同期後にマルチプレッ
クス ・ サーバ ・ ディ レク ト リに古い ト ランザクシ ョ ン ・ ログを残
しておく と、 サーバが起動しない場合があ り ます。

5 コマンド ・ ラ インから、 次のコマンドを実行し、 新しいマルチプ
レッ クス ・ サーバに適したパス名、 ホス ト名、 およびサーバ名に
置き換えます。 以下の各コマンドを  1 行に入力します。

• UNIX の場合

dbbackup -y -d -c 
'uid=DBA;pwd=sql;eng=SUN62574_iqdemo;links="tcp
ip{host=SUN62574;port=2638}"' .

rm ?rf "iqdemo.log" 

dblog -r -t "iqdemo.log" "iqdemo.db"

start_iq @params.cfg 
-n SUN62574_iqdemo_r2 
-x "tcpip{host=SUN62574;port=2640}" iqdemo.db

• Windows の場合

dbbackup -y -d -c 
"uid=DBA;pwd=sql;eng=PC62573_iqdemo;links=tcpip
{host=PC62573;port=2638}" .

erase /F /Q "iqdemo.log" 
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dblog -r -t "iqdemo.log" "iqdemo.db"

start_iq @params.cfg 
-n PC62573_iqdemo_r2 
-x "tcpip{host=PC62573;port=2640}" iqdemo.db

通常、 dbbackup に ODBC DSN を使用し、 設定ファイルを編集
し、 リ ンク情報とサーバ名を設定ファ イルに追加して、 サー
バを起動します。

注意  手順 3 と手順 5 の間の遅延が 60 分を超える と、サーバの
起動時に問題が発生します。 これは、
MPX_AUTOEXCLUDE_TIMEOUT のデフォルト値が 60 分で
あるためです。

問題を修正するには、 コーディネータに接続し、 ALTER 
MULTIPLEX SERVER <new-server> STATUS INCLUDED を使用
して新しいサーバを含めます。 その後、 再同期し  (dbbackup お
よび dblog を実行し )、 サーバを再起動します。

6 サーバが実行されているこ とを確認するには、 Interactive SQL を
使用してサーバに接続します。

テンポラリ ・ ス トア ・ フ ァイルの追加 ( 手動による方法 )
セカンダ リ ・ ノードのテンポラ リ ・ ス ト ア ・ ファ イルを追加するま
で、 IQ データのクエ リは行えません。 テンポラ リ ・ ス ト レージがさ
らに必要な場合は、 必要に応じてこの手順を繰り返し、 テンポラ リ ・
ス ト ア ・ ファ イルを追加します。

 テンポラリ ・ ス トア ・ ファイルの追加

この手順を実行するには、 コーディネータ ・ ノード とセカンダ リ ・
ノードの両方が実行されている必要があ り ます。

1 Interactive SQL を使用して、 リーダに接続します。

2 次のコマンドを実行し、 適切なファ イル ・ パスに置き換えます。
テンポラ リ ・ ス ト ア ・ ファ イル ・ パスは、 各サーバまたはホス ト
に一意なパスである必要があ り ます。 パスは、 各マルチプレッ ク
ス ・ サーバ用に個別の物理ファ イルを解決する限りは、 絶対パス
でも相対パスでもかまいません。
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• UNIX の場合

ALTER DBSPACE IQ_SYSTEM_TEMP ADD FILE
iqdemo_r2_temp 'iqdemo_r2_temp.iqtmp' 
SIZE 300 RESERVE 300

• Windows の場合

ALTER DBSPACE IQ_SYSTEM_TEMP ADD FILE
iqdemo_r2_temp 'iqdemo_r2_temp.iqtmp' 
SIZE 300 RESERVE 300

sp_iqdbspace ‘IQ_SYSTEM_TEMP’ を実行して、 リーダに空きテンポラ
リ領域が確保されているこ とを確認します。

データのロード
この項では、 コーディネータ と ライタを使用して、 データをマルチプ
レッ クス ・ データベースにロード します。 ワークロードが複数のサー
バに分配されるため、 これはマルチプレッ クス ・ リ ソースの最も効果
的な使用方法です。 このデモでは、 異なるサーバを連続で使用して
データをロード します。 実際の運用では、 複数のサーバから個別の
テーブル上のロードを並行して実行できます。

このデモでは、 IQ 15.3 に同梱のロード ・ ファ イルを用いて、 Contacts 
および SalesOrderItems テーブルを使用します。

UNIX では、 これらのファ イルは $IQDIR15/demo/adata にあ り ます。

Windows では、 これらのファ イルは 
%ALLUSERSPROFILE%¥SybaseIQ¥demo¥adata にあ り ます。

以下の LOAD 文では、 これらの入力ファイルへの適切なパスに置き換
えます。

 コーディネータからのデータのロード

1 Interactive SQL を使用して、 コーディネータ ・ サーバ 
PC62573_iqdemo に接続します。

2 Contacts テーブルでは、 demo データベースの作成中に同じデータ
がロード されるため、 このテーブルを ト ランケート します。

3 Contacts テーブルをロード します ( ファ イル ・ パスを次に示す方
法でなく、 1 行に入力します )。
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UNIX の場合

TRUNCATE TABLE Contacts;

LOAD TABLE Contacts (ID, Surname,GivenName, 
Title, Street, City, State, Country, PostalCode,
Phone, Fax, CustomerID) 
USING FILE '/sun62574/users/userid/ 
/syb_install_dir/IQ-15_3/demo/adata/contact.dat' 
ROW DELIMITED BY '|' 
ESCAPES OFF;

COMMIT;

Windows の場合

TRUNCATE TABLE Contacts;

LOAD TABLE Contacts (ID, Surname,GivenName, 
Title, Street, City, State, Country, 
PostalCode, Phone, Fax, CustomerID) 
USING FILE 
'C:¥Documents and Settings¥All Users¥
SybaseIQ¥demo¥adata¥contact.dat' 
ROW DELIMITED BY '|' 
ESCAPES OFF;

COMMIT;

 ライタからのデータのロード

1 Interactive SQL を使用して、 ラ イタ ・ サーバ PC62573_iqdemo_w1 
に接続します。

2 SalesOrderItems テーブルでは、 demo データベースの作成中に同じ
データがロード されるため、 このテーブルを ト ランケート し
ます。

3 SalesOrderItems テーブルをロード します ( ファ イル ・ パスを次に
示す方法でなく、 1 行に入力します )。

UNIX の場合

TRUNCATE TABLE SalesOrderItems;

LOAD TABLE SalesOrderItems (ID, LineID, 
ProductID, Quantity, ShipDate) 
USING FILE '/sun62574/users/userid/ 
/syb_install_dir/IQ-15_3/demo
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/adata/sales_oi.dat' 
ROW DELIMITED BY '|' 
ESCAPES OFF;

COMMIT;

Windows の場合

TRUNCATE TABLE SalesOrderItems; 

LOAD TABLE SalesOrderItems (ID, LineID, 
ProductID, Quantity, ShipDate) 
USING FILE 'C:¥Documents and Settings¥All Users¥
SybaseIQ¥demo¥adata¥sales_oi.dat'
ROW DELIMITED BY '|' 
ESCAPES OFF; 

COMMIT;

データがデータベースにロード されたら、 マルチプレッ クス内の任意
のサーバからデータに対してクエ リ を実行できます。 このベース ・ マ
ルチプレッ クスを使用して、 他にも さまざまな試みを行う こ とができ
ます。 また、 iqdemo スク リプ ト を調整するこ とで、 このデータに対し
て別の操作を実行する方法を調べるこ と もできます。

注意  ソフ ト ウェアのインス トールまたは実行に関する質問について
は、 Sybase テクニカル ・ サポート または最寄りの Sybase のサポート ・
センタまでご連絡ください。

分散クエリ処理
分散クエリ処理 (DQP) とは、 1 つのクエ リ を複数の独立した作業に分
割し、 その作業をマルチプレッ クス内の他のノードに分散し、 中間結
果を収集して編成するこ とによって、 クエ リの最終的な結果セッ ト を
生成するこ とです。 Sybase IQ マルチプレッ クス内のサーバは、 共有
ディ スク ・ アレイなどの永続的な共有データの場合は中央のス ト アに
接続します。 マルチプレッ クスでは、 永続的な IQ データには共有記
憶領域を使用し、 カタログ ・ メ タデータ、 プライベート なテンポラ
リ ・ データ、 ト ランザクシ ョ ン ・ ログには独立したノード記憶領域を
使用する、 ハイブ リ ッ ド ・ ク ラスタ ・ アーキテクチャが採用されてい
ます。
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単純なクエ リは、 単一のマシンでの実行が最も高速です。 ただし、 大
規模なクエ リや複雑なクエ リが単一のマシンの CPU 処理能力を超え
る と、 Sybase IQ クエ リ ・ オプティマイザがそのクエ リ を並列の 「フ
ラグメン ト 」 に分割し、 その分散クエ リがマルチプレッ クス内の他の
サーバ上で同時に実行されます。

注意  分散には、 作業を割り当て、 中間結果を格納して転送するための
ネッ ト ワーク と記憶領域のオーバヘッ ドが必要です。 クエ リが単一の
マシンの CPU リ ソースを完全には使用していない場合は、 単一のマ
シンを使用する方が最適な結果が得られます。 たとえば、 オプティマ
イザが 8 コアのマシンで 1 つのクエ リ を 7 分割して並列処理しよ う と
した場合 ( つま り、 同時に 7 つのスレッ ドがビジー状態になる場合 )、
Sybase IQ はそのクエ リ を分散しません。

DQP を使用する前に、 次の操作が必要です。

• マルチプレッ クスを設定します ( 「IQ デモ ・データベースのマル
チプレッ クスへの変換」 (10 ページ ) を参照してください )。

• マルチプレッ クス ・ サーバ間で共有するテンポラ リ ・ ス ト レージ
を設定します ( 「共有テンポラ リ ・ ス ト レージの追加」 (34 ページ ) 
または 「共有テンポラ リ ・ ス ト レージの追加 ( 手動による方法 )」
(37 ページ ) を参照してください )。

「分散されるクエ リの実行」 (39 ページ ) では、 クエ リ をデモ ・ マルチ
プレッ クス内の 2 つのサーバに分散して実行する方法について説明し
ています。

共有テンポラリ ・ ス ト レージの追加

分散クエ リ処理 (DQP) では、 参加する複数のノードが使用するテンポ
ラ リ領域が必要です。 この方法では、 Sybase Central GUI を使用してテ
ンポラ リ ・ ス ト レージを追加します。

 共有テンポラリ ・ ス ト レージの追加

新規のデータベース と新たに移行されたデータベースの DB 領域 
IQ_SHARED_TEMP は空です。 DQP を有効にするには、 この DB 領域
にファイルを追加し、 そのファ イルをすべてのマルチプレッ クス ・
ノードから読み書きアクセス可能にします。

すべてのマルチプレッ クス ・ サーバが実行されている必要があ り
ます。
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1 Sybase Central からコーディネータに接続します。

2 フォルダ ・ ビューで、 [DB 領域 ] フォルダをダブルク リ ッ ク しま
す。 [DB 領域 ] フォルダで、 [IQ_SHARED_TEMP] をダブルク リ ッ
ク します。 [IQ_SHARED_TEMP] を右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] - [ ファ
イル ] を選択します。

3 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

図 19 ： 共有テンポラリ ・ ファイルの詳細

4 新しいファ イルの論理名、 絶対パス、 ファ イルのサイズ、 予約サ
イズを入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

図 20 ： 共有テンポラリ ・ ファイルの要約

5 選択内容を確認し、 [OK] をク リ ッ ク します。
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6 新しいファイル情報がすべてのマルチプレッ クス ・ ノードに送信
されるまで待機します。 これには数分かかる場合があ り ます。

7 [IQ_SHARED_TEMP] を右ク リ ッ ク して、 [ プロパティ ] を選択し
ます。

図 21 ： 共有テンポラリ ・ ファイルのプロパティ

8 [ 読み書き ] モードを選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。
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図 22 ： 共有テンポラリ ・ ファイルのモード

図のよ うに、 [ ファ イル ] タブの [ モード ] (3 列目 ) に [rw] が表示
されているこ とを確認します。

共有テンポラリ ・ ス ト レージの追加 ( 手動による方法 )
分散クエリ処理 (DQP) では、 参加する複数のノードが使用するテンポ
ラ リ領域が必要です。 この方法では、 Interactive SQL を使用してテン
ポラ リ領域を追加します。

 共有テンポラリ ・ ス ト レージの追加 ( 手動による方法 )

新規のデータベースまたは新たに移行されたデータベースでは、空の 
DB 領域 IQ_SHARED_TEMP が作成されます。 分散クエ リ処理を有効
にするには、 この DB 領域にファ イルを追加し、 そのファイルをマル
チプレッ クス内のすべてのノードから読み書きアクセス可能にし
ます。
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1 Interactive SQL を起動して、 コーディネータに接続します。

2 ALTER DBSPACE ADD FILE コマンドを実行します。

UNIX の場合

ALTER DBSPACE IQ_SHARED_TEMP ADD FILE
iqsharedtemp2 '/myiqdemo/iq_shared_temp2.iqstmp'

Windows の場合

ALTER DBSPACE IQ_SHARED_TEMP ADD FILE iqsharedtemp2 
'c:¥myiqdemo¥iq_shared_temp2.iqstmp'

3 新しいファイル情報がすべてのマルチプレッ クス ・ ノードに送信
されるまで待機します。 これには数分かかる場合があ り ます。

4 新規ファ イルを読み書きモードに変更します。

ALTER DBSPACE IQ_SHARED_TEMP ALTER FILE
iqsharedtemp2 READWRITE

IQ_SHARED_TEMP が設定され、 マルチプレッ クスで分散クエ リ
を実行できるよ うにな り ます。

iq_main でのファイル ・サイズの増加

分散クエ リ を実行する前に、 ユーザ DB 領域 iq_main でファ イル ・ サ
イズを増やします。

 iq_main でのファイル ・サイズの増加

1 フォルダ ・ ビューで、 [DB 領域 ] フォルダをダブルク リ ッ ク しま
す。 次に、 [iq_main] フォルダを選択します。

2 [ ファ イル ] タブで、 ファ イル [iq_main] を右ク リ ッ ク し、 [ プロ
パティ ] を選択します。

3 [ プロパティ ] ダイアログの [ ファ イル ・ サイズの変更 ] に 200 と
入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 これで、 iq_main 領域が 200MB 
に増加します。
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図 23 ： ユーザ DB 領域 iq_main のファイル ・ プロパティ

分散されるクエリの実行

DQP では、 リーダ ・ ノード と ワーカ ・ ノードを導入します。 リーダ ・
ノード とは、 クエ リの発生元のノードです。 ワーカ ・ ノードは、 分散
クエ リ処理の作業を受け入れるこ とができるマルチプレッ クス内の任
意のノードです。

マルチプレッ クス ・ ノードのすべてのタイプ ( リーダ、 ラ イタ、 また
はコーディネータ ) が、 リーダ ・ ノードまたはワーカ ・ ノードになる
こ とができます。 ク ラ イアン トがサーバにクエ リ を送信する と、 クエ
リ ・ オプティマイザがコス ト分析を使用して、 並列または分散クエ リ
を実行するかど うかを判断します。 並列クエ リは、 述部とデータ ・ フ
ロー ・ サブツ リーのクエ リ ・ フラグメン トに分割されます。 クエ リ ・
フラグ メン ト を分散できるのは、 Sybase IQ エンジンがフラグメン ト
に含まれているクエ リ演算の並列実行と分散実行をサポート している
場合のみです。
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クエ リが分散される と、 リーダ ・ ノードがクエ リ ・ フラグ メン ト を
ワーカ ・ ノードに割り当てます。 ワーカ ・ ノードは、 クエ リ分散につ
いての決定を行いません。 ワーカ ・ ノードは、 割り当てられた作業を
実行し、 ワーカ ・ サーバから中間結果を返すだけです。 クエ リで使用
されている行数が多い場合、 そのクエ リは分散される可能性があ り ま
す。 たとえば、 スター ・ スキーマ上のクエ リでは、 分散クエ リ処理が
非常に役立つ可能性があ り ます。

クエ リ ・ オプティマイザが、 分散クエ リ を実行してもサイズが適切に
調整されない可能性がある、 またはパフォーマンスが低下する可能性
さえある と判断した場合は、 クエ リは分散されずに、 マルチプレッ ク
ス内の単一のノード上で実行されます。

 分散クエリの実行

分散クエ リ を実行する前に、 ユーザ DB 領域 iq_main でファ イル ・ サ
イズを増やします。

1 Interactive SQL を開いて、 次のコマンドを実行します。

UNIX の場合 –$SYBASE/IQ-15_3/demo/dqpdata.sql

Windows の場合 – 
%ALLUSERSPROFILE%¥SybaseIQ¥demo¥dqpdata.sql

これで、Dimension テーブルと  Fact テーブル (1000 万行 ) が作成さ
れます。

2 Interactive SQL を開いて、 次のコマンドを実行します。

UNIX の場合 –$SYBASE/IQ-15_3/demo/dqpquery.sql

Windows の場合 – 
%ALLUSERSPROFILE%¥SybaseIQ¥demo¥dqpquery.sql

このクエ リは、 3 行をフェ ッチし、 クエ リ ・ プランを  HTML ファ
イルと して生成して、 デモ ・ ディ レク ト リ と ラ イ ト ・ サーバの
ディ レク ト リに格納します。 また、 このクエ リは、 .iqmsg ファ イ
ルにパスも書き込みます。

注意  3 行が戻ったら、 Interactive SQL から  ROLLBACK コマンドを
実行して、 Sybase IQ を使用してクエ リ ・ プランをフラ ッシュし
ます。
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3 マルチプレッ クス ・ ノードのディ レク ト リでクエ リ ・ プランの 
HTML ファ イルを確認します。 リーダ ・ ノードのディ レク ト リに
は、 包括的なクエ リ ・ プランがあ り ます。 また、 分散された作業
単位ごとに、 その作業単位を受け取ったノードによって生成され
た HTML ファ イルがあ り ます。 リーダ ・ ノードのクエ リ ・ プラン
をダブルク リ ッ ク し、 そのクエ リ ・ プランを  Web ブラウザに開き
ます。

図 24 ： 分散クエリのクエリ ・ ツリー

グラフ ィ ッ ク内でクエ リ演算を接続する  3 本の縦線は分散を示し
ています。たとえば、 [Group By] ノード と  [Join] との間の 3 本の線
は、 この演算が並列スレッ ドで実行され、 複数のサーバに分散さ
れるこ とを示しています。 [Join] と  [#01 Leaf] の間の演算も分散さ
れます。
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Windows での ODBC データ ・ ソースの設定
ODBC を使用するこ とで、 demo データベースでク ライアン ト を使用
できます。

 Windows での ODBC データ ・ ソースの設定

次の例は、 ODBC データ ・ ソース名 (DNS) を設定する方法を示し
ます。

1 [ODBC] タブで、 ODBC 管理者がアクセスできる  ODBC データ ・
ソースの名前を指定します。

図 25 ： [ODBC] タブ
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2 [ ログイン ] タブで、 IQ へのこの接続に関連付けるユーザ ID とパ
スワードを指定します。 IQ demo データベースを使用している場
合は、ユーザ ID と して DBA、パスワード と して sql をそれぞれ指
定します。

図 26 ： [ ログイン ] タブ
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3 [ データベース ] タブで、 サーバの名前とデータベース ・ ファ イル
の名前を指定します。 -n パラ メータ付きで IQ を起動する と、 この
サーバ名が割り当てられます。 データベース ・ ファ イルは、 IQ へ
のこの接続が関連付けられているデータベース ・ ファ イル名の完
全修飾パスです。

図 27 ： [ データベース ] タブ
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4 [ ネッ ト ワーク ] タブで、 ネッ ト ワーク ・ プロ ト コルとネッ ト ワー
ク ・ オプシ ョ ンを指定します。 必要な TCP/IP オプシ ョ ンは、 ホ
ス ト  (<yourhost>) とポート  (2638) です。 IQ サーバは起動時にポー
ト ・ オプシ ョ ンを割り当てます。 ホス トは、 IQ サーバが実行され
ている物理ホス トです。

図 28 ： [ ネッ トワーク ] タブ
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ODBC C プログラ ミングの例

この例は、 ク ラ イアン ト を  Sybase IQ データベースに接続する  ODBC 
の C 実装を示します。この例は IQ インス トールの samples ディ レク ト
リに収められています。

// 
****************************************************

// Copyright (c) 2001-2009 iAnywhere Solutions, Inc.

// Portions copyright (c) 2001-2009 Sybase, Inc.

// All rights reserved.All unpublished rights reserved.

//
*****************************************************

/*
*****************************************************

This sample code is provided AS IS, without warranty or
liability of any kind.You may use, reproduce, modify
and distribute this sample code without limitation, on
the condition that you retain the foregoing copyright
notice and disclaimer as to the original iAnywhere code.

************************************************* */

/* odbcconnect.cpp :Defines the entry point for the
console application.*/

    retcode = SQLAllocHandle( SQL_HANDLE_ENV,
SQL_NULL_HANDLE, &env );

    if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode ==
SQL_SUCCESS_WITH_INFO) {
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printf( "env allocated\n" );

/* Set the ODBC version environment attribute */

retcode = SQLSetEnvAttr( env,
SQL_ATTR_ODBC_VERSION, (void*)SQL_OV_ODBC3, 0); 

retcode = SQLAllocHandle( SQL_HANDLE_DBC, env, &dbc
);

if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode ==
SQL_SUCCESS_WITH_INFO) {

    printf( "dbc allocated\n" );

    retcode = SQLConnect( dbc,

    (SQLCHAR*) "Sybase IQ Demo", SQL_NTS,

    (SQLCHAR* ) "DBA", SQL_NTS,

    (SQLCHAR*) "sql", SQL_NTS );

    if (retcode == SQL_SUCCESS || retcode ==
SQL_SUCCESS_WITH_INFO) {

printf( "Connection successful\n" );

    }
    SQLDisconnect( dbc );

}

SQLFreeHandle( SQL_HANDLE_DBC, dbc );

    }

    SQLFreeHandle( SQL_HANDLE_ENV, env );



Windows での ODBC データ ・ ソースの設定 

48                              クイック ・ スタート

    return 0;

}
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